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　都市下水あるいは産業穫水中に含まれて，河川などに放流された結果これ

を汚濁させる有機物質が，どの様に酸化分解されて行くかを知っておく事は，

これらの汚水を処理する上でも，また河水中での自浄作粥を予測する上でも

有絹なことであろうq特に，河規汚濁防止のために，汚水の放流許容水質を

憲めようとする隠には，汚水の河水中での浄化の機溝を鍔らかにし，その浄

化速度を知らなくては，下流におよぼす影響を予測することが出来ないから，

合理的な水質基準の作成は不可能となる。

　この浄化の速度に影響を及ぼすと思われる因子は，次のようなものであろ

う。

　（i）　綾水の種類く綾水中の含窟成分とその濃度）。

　（u）　有機物を分解する生物の種類と量。

　（iよD　水温等の汚濁物質を含有する水の条件。

　（欝）　酸素の補給の捏度。

　（V）　　日光の影響。

　これ等の条件貫く蜘）については好気性処埋時はもちろんの事，我国の様

な急流河川の多い地帯で河口部の汚水流通の特に悪い野分をのぞけば対象と

なる場合はほとんど最も完全な好気性状態であるとみなしうる条件，すなは

ち常に大気中より充分な酸素鑓が供給され飽翻率が大略礒oe％であるよう

な条件と考えうるので研究のオー段階として本実験研究では，常に溶存酸素

重が飽和に近い値に保たれるようにして行なわれた。また最盾の巳光の影饗

はこの研究では考慮せず，主に室内で行なわれた。従ってy本研究では三者

5要因について現今北海道で問題となっているパルプ工場の療液と馬鈴薯で

ん粉の製造過程から生ずる磯回の浄化度について温度条件を一驚として（20。
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℃）実験的に調べた結果を報告し，次いで汚濁物質の濃度ならびに水温が浄

1化速度におよぼす影響を知るために，予備実験として，人工下水及びブド＿

糖溶液を用いて行った実験を紹介する。特にパルプ綾液は，撹在石狩川上流

汚濁の主要原：閤となっているために，岡川に流入した後．のこの痩水の変化の

状況を解明する審が急がれている。ここに報皆する研究はこの様な目的を含

んで行って羅る一連の研究の一都であり，後半に災河規の水質調査の結果を

目して比較の資とし，た。

　さらに今後も種々の研究タ築験を継続して行くつもりであるが，海化作用

に密接な関係をもつ，生物方薗の研究，資料の不足が大きなあい路となって

層りこの方顧の専門家の協力が必須の事項となる。

　今麟は綴水中の汚濁物質の盤，特に有機物質最を総括的に表す旛標として，

G．○。：D（K：M纂04を粥いる方法）およびBO］）値をとり，この濃度（二河川

中では”旧記×流量”で表わされる物蜜の総盤）の減衰状態を調べ，舞三河

川中でのそれと比較を試みた。

（1）汚水濃度の時間的変化

　都帯下水や産業二水申の汚濁物質が，好気性の条件下で分解をしう時間の

縫過と共に減少して行く状態を数式的に簡単に表すことが鐵来れば，以後の

考察の上で非常に便利であるが，注麟する汚濁物質の種類により，あるいは

作用する櫨々の臨子によって，昏々異なった形をとる事が予想される。また

河水中に入ってからは，さらに混合，拡散，希釈等の物理的な作欄や，麦流

よりの異質の河水の流入による化掌作用，生物化学作用，生物作用等をうけ

て，浄化の速度も変化してゆく事が考えられる。これらのすべてにわたって

問題を解決してゆくことは，その複雑さからして不可能に近いので，初期使

潮試料がそのままの形で河を流れて行くといったような状態について検討を

行った。（後述の例にあげる石狩川申流部はこの仮疑のよく当てはまる区域

である）

　種々の資料等から総括醜な禽機物質の購聞釣減衰1本例ではBO工）評または

GOBの三二）が粥数三四1に従う事が二幅出来そうなので，次式のような減＝

衰法則を仮定し実験約に三二の適合慶を調べる事とした。
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書函…一｝・M・・一……・…（喋）

　ここで　滋1　有機物質の慧

　　　　　七：　鵬始後の時間

　実験方法

　5～20立のガラス瓶またぱボリユチレン瓶に，汚水を入れ，必妥な場合は

これを河水あるいは水道水で希租し，酸素の補給法としては小型エヤーポソ

プを期いて空気を散気球を通して吹込んだ。水磁の爆持には試料容器を大型

握温水漕（容量0・25㎡）におさめて，容器外部より加濾叉は冷舞する方法

をとった。実際の温度変動状況を電子・蟹自動平行式温度計によウ記録しプこ結

果によると，試料水の温灘劉9．～2師℃の脚こ保持されて1i偶中がわか

る。

　試料を入れた瓶より所定の時闘毎に採水を行い，直ちに試験を行ったが，

パルプ擾水では数野鴨を経過すると，水稜菌の集落と愚われる粘稠な浮遊物

がかなり多量に発生するが，これをも奮めて80診およびGO玉）の値を求め

た．cODの試鹸法としては漕レ籍GK血Q、を用い酸牲として撞分間煮

沸する方法を臨いたが，これは撹在猛済企顧庁により行なわれている石狩川

水系の水質調査の試駿と國一方式であるので，羅拝を参ヒ較検討する事が輝輝

である。

　Kパルプ工場綾水

　Kパルプ工場から鎌出される総合排水と，それが慮：接放流される牛聖別川

河水とを混合し，その髭合冊の濃度が放流後の河水とほぼ同様な胆を示すよ

うに希釈しプこ。

　このGO⊃掌理燧のように至シ概の照伽。、を脇・る・上水試1鐙猷に輩

拠したもので一般にかかる際に用いられる下水試駿法の瞭と異なるので，参

考の為に二方法で行ったものの比較を示すと表一1のようである。

オ醤図参照
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　この混合資料を20℃に保持し，約140時聞にわたり濃度の減衰を調べ

た結果は，図一喋に示す通りである。
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　：80ハ，，GG⊃の2項翼について妻ヒ較するとβ0鳥の縫はさきに仮定し

た指数法闘に従った滅衰をみせており，式（名）中の速慶恒数”k”（以下

浄化速度：恒数と呼ぶ事にする）の態は，α0092（窪／無）となることを知り

えた。優し，σO：Dの滅嚢はこの時間内ではほとんど認められず，Bこ）9．で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　D
示されるような減衰の式が適粥出来るかどうかは疑問である。

　次／にバルブ綾液の河水による希釈度が変った場合にア前記のような滅嚢1状

態が，どのように変化するかを調べてみた。式く窪）による減衰を示すとす

れば，kの魑が濃変（式中では物質量　藁）には無関係の場合には図一1の

BO：D評）変化に兇られるような鷹線を示すことになるが，種々の希釈度で調

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べた結果は｝濁一2
BO：D5（Pμn）　　　　図　一　2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に氷すようである。憩。ﾚ

40【

38

20・

旬

8

6

5

4

5

2

鷹

。 20 ．晶　　」　一　　鵡　　　　一‘茎。 60 80 秘。　　　η0　　　140

　　　　（時闘）

一肇6一

値は築験の範闘内

では近似的に，濃

度に蘭係のない定

数と考えてよく，

またこの値はいず

れも〔｝．009～0，040

（窪／時）とみな

され”恒数”と称

して差：支えないよ

うである。

　この事実から次

のような事を予想

することが出来る。

すなはち，この程

度の濃度の範囲で

ばジ希釈度炉異る



る事が開らか
　　　　　　　50

となった。な
　　　　　　25．
お笑際に石狩

川へこの療水
　　　　　　　20
が流入した後

　　　　　　竃Z7の河水（旭川

市旭頭檎にて

採水したもの）

のBO：D5の減

少は図一5中
　　　　　　　10
・のR曲線で示

したようであ　8

る。

　入目的に混
　　　　　　　6
合したものも

実際をこしを圃∫水中5

場合でも・有機物を分解する生物の種類が大略変らなけれぽ，いずれの場合

もほとんど國じ翻會の浄化をうける。

　濃度の低い祈での実験纏が理論値より幾分大きく離れて1掘るのほプ試料が

不充分の盤しかなかったために，BOD蔭の測定の精度の低下を招き，大きな

変鋤を示したもの之考えられる。

　異種の河水によって希釈した場含に，このkの纏がどのような変化を示す

かを求めた笑験を次に示す。

　夏期（8月上旬）に前記と岡じくk：パルプ工場の痩水を，石狩川本流の河

水＊（旭川市金鍵僑にて採水したもの。）で希釈し，圃様の築験を行った。

　その結果は図一5のM曲線に．示す通りで，この場含，kの態としてはα022

（％劇とな捕輪の牛朱別川郭轍による劉険の揚合の2倍以上の浄化速

度恒数を有す
　　　　　　PP皿　　　　　　　　　　　圏　一　5

　　　　　　　　石狩川汚水の：8⊃05減少
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で混含したものもほぼ同様の減少率を示すことが立舐された。

　なお，このKパ・レプエ場の壌水を妾教窒の水道水（地下水で水質分析の詰

果は表一2）で希釈した場合にも，はじめに述べた牛張鋼川河水で錆釈した

場合と同様な結果が得られたので，以后の実験では単に浄化速度を比較する

だけの鼠的では，希釈永としてンこの水道水を摺いる事とした。

表 2

項 葭

水　　　　　　温

PH
濁　　　　　　丸

刈．アノレカリ度

酸　　　　　　度

of
sρ；．

脳血04消　費鍵

含有疑
10．0℃

　6，98

＜1度

6z5pPm
1　2・8PP照

　55P玉）艶

　27PP魚

↑二55P型翼L

　　り　　　　　　へれ　　コリコ　　ロ　　　　ヤ　　り　ヘへ　　ロ　　

項　　目i含有量
総硬度（asσaG⊂）3）

永久硬度（as　Oaσ03）

鉄

ケ　　イ　　　回

避　発　　残　査

熱　灼　残　留物

熱　灼　減　量、

　9窪pP期

　55P：P盈

痕跡

　55PP搬

506PP滋

　68ppm

258PP瓢

　昏パルプ工場綾水の比較　　　　　　一

　rkパルプ工場は，K＝P．》S：P，：BSPなどの各種のパルプの製造工程をとって

いるため．2その痩水もこれ等多種の工擾からの三管の混合したものである。

これとの比較のために，専らK：P法を粥いているH工場，S：P，SG：Pを主と

して用いている」’：工場の餐三水について，K工場の：豪水乏同様に：BOユ）の減

少を調べてみた。運搬のために特間を要するので，いずれも疲水は、記号後絢

i日を経過したものである。
　き
　水準水で希釈し（H工場よりの悪水は5倍，」工場よりの疲水は10倍），

20りにおける濃度の減衰状況を調べたが，その結果は図一4のようである。

　これら5工場ともほほ詞じような傾向を示しており，この楯果のみからは，

山場毎に特に大きな差異を見出しえなかった。

　ただいずれも試聴が少かったために，．測定数が少く，今後さらに．詳細な測

定，異験を行いたい希望である。

　　　　　　　　　　　　　　　　一窪8一



　澱粉媛液

　馬鈴薯澱粉製造の

際に生ずる慶液は，

含有する有機物が多

く　，しかも処埋が困

難なために一業悔道

内の各・所で河川の汚

濁間題をひき起して

いる。しかし従来の

研究によれば，この

贋液は比較的分解が

早く，生化掌麟な酸

化も容易に行なわれ

るようである。従っ

て，河川に放流1ｳれ

ても，特に大量の場

合以外はかなり早く

鶏然浄化が行なわれ

ている◎

：BO：D蔭（P：脚）

40

ろe

20

窪0

8

る

5

4

5

2

｛

しλ

図

K瑚色臨
くS：P．KP）

1　＼：♪
〆ρ

4

／〆ノ＼

　　　　　　　　　　　G　　　　　20　　　　　40　　　　　6G　　　　　8〔｝　　　　10G　　　　　窪20　　　　140

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（時闘）

　前記のパルプ疲液に比較して・浄化速度がどの程度皐いかを調べるために・

澱粉骨面を研究室で製造し，簡記パルプ犠液の」鋤合と同様な測定を行ってみ

た。疲液の作製方法は，まず水洗した編鈴薯を磨砕する代りに，市販のミキ

サーを利島して粉砕し，澱粉カスは200メツシユの鯖で除去し，水簸した

綾を約着時聞静遣沈澱して澱粉を分離し，その上澄水を疲液とみなした。こ

の水簸に嫁いたのは，前述のパルプ擾液の希釈に用いたのと同じく，嶺研究

室の水道水である。こうしてできた疲液を20Cに保ち，空気を吹込みなが

ら80D，濃度及びGOD濃度の減少を調べたが，その結果は図一5のようで

ある。

　B叫の減少の模高点’い）セこおいて，k一α0喋82とした場合にうま

く適合するが，CODば変動が大きく，脱らかな傾向がつかめなかった。

　　　　　　　　　　　　　　　一｛9一
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澱粉緩液の濃度減嚢
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80⊃5についてみる

と，Kパルプ綾水の

場合と比較して約2

倍の浄化速度をもつ

ていることがわかっ

た。

　ブドー．塘溶液

　G　　　　　　20　　　　　40　　　　　60　　　　　　80　　　　　1〔｝0　　　　　奄2〔｝　　　　14〔｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（時間）

当初に述べる櫨々の困子を考慮して，疲水の浄化されて行く速度も大略予想

できるであろう。

　こうした観点から，比較的単純な有機物質の一つとして，GlucOseを対

象としてみた。この溶液がBO：Dbとしてどのように表われるか、又その蒔間

的変化はどのようであるかを調べてみた。

　まずGlu．CQseの濃度とBO⊃5との蘭係は図一6のようであり，この関係

を謂いて，以后の実験の際は任意のBO⊃5縫度を有する溶液をうる事が可能

となって非常に好都合であった。

　次に・閣一7に示したように5段階の濃度で：BO：D5の減少速度を比回して

みたが，昏濃痩ともほとんど岡様な減少率を示し，蔚述のパ・レプ三水以上に

はつきりと最初の仮定を満足させている。

　　　　　　　　　　　　　　　　一2e一
　　　　　　　　／

　BO⊃5として総携・

的に表わされる有機

物も，その成分が異

れば，生化掌約に分

解酸化される速瞳が

拳然異って来るはず

である。

　壌水中に．含まれる

有機物質の組威を詳

殺に分析し，その餐

餐について分解の速

度を調べておけば，
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　　　　図　一　6

ブドー糖溶液の濃度と：BO犠

e 10　　　　20　　　　56　　　　40　　　　5〔3　　　　60　　　　70　　　　80　　　　9｛〕　　　100

　　　　　　　　　　　　　　　　　（｝hλcose（PP滋）

　kの値はα006～α008となったが，最：初の濃度が大きいほどkの櫨が小

さくなるような傾向があり，この点については更に検討を必要とする。

　この結果からみて判断すると，（｝■u．cose溶液のBO：D減少速度は，パル

プ磯水よりもさらに遅いことがわかる。なお溶解セこ粥いた水は前述の水道水

であり，少璽でも河水が入っていたパ・レプ獲水の場合に比して，水中の細菌

類の種類も数も非常に少なかったためであると思う。

　この点を確かめるためにプ河水（北：大構内を貫流する小川の水をガーゼで

濾過しプ蝿の）を紺／鴛（容程廼瑚えた場合の様子を調べてみた・その結

呆は．三一8のようになった。

　図中の点1撫繭掲の図一7で得られた水道水のみで希釈した揚合の減衰曲

線である。
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図 7
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　　　　（瞬闘）

　この両者を比較すると，やはり水中の細菌類が多い場合には浄化速度が大

となる事を示している。猶この三野は特に時闘の経過と共にみかけ上のkの

鰹が大きくなって行くようである。これは最初に行なったパルプ疲水の実験

の場合にも幾らか認められたことであるが，水中に存在していた有機物分解

細菌などが，或時閥経過すると増殖し，．その活動が盛んになってくるためで

はなかろうか。このことは河川汚濁問題にも大きな意義をもつものと考えら
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図 8

BOD5（PP瓢）
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　雲工鍛E（時聞）

れる。

　磁度の影響

　以上の災験は，浄化速度の姥較のために｝20りの笏合に縦定してきたが，

さらにこうした関係が嵐度の異るときに如何になるかを知らなければ，笑瞭

の河川汚樋隠題に麺罵することが出来ないG温度の影響はkの櫨の蒙化とな

って表われてくるが，一般のBO：D．についてかつて研究され，温度とkの蘭

係についての式が求められた。しかしこれは，BO⊃「 ﾌ脱酸業｛璽数などにつ

いてでありゴ今ここで用いている浄化速度恒数とは甥物である。

　恒繊装置の関係で今宮翻ll記2町の場合と鴇℃㊧揚舎のみしか論｝べる

輔出来なかったが羨嚇森区卜9のよ’う．である。

　ここに示した人．工下水はPaSVθerが活性汚泥法の実験に使用．したもρと

ほぼ岡三であるが，浮遊物の成分のみを省略．した。図一9の結果をみると，

　　　　　　　　　　　　　　　一25一



図 9
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　　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

（｝ユ1λcoseの場合は20℃タ窪0りの場合のkの値がα096Dとα0059とな
う，｛10℃の場合は約3／き倍に低下するカ㍉人工下水の場含は更にはげしく

叩δ2．5がα0120と塗って28りか．ら10℃に1滋度が低下すると浄化速度は

殊にまでなってしま．う皐を示して㌧・る。　　　　．　　　…

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’一ここ違一一　＼＼　　　　　　企’＼＼

ll　な鑓餐鴇r奪塾靴　＼
　　　　　　　　　　　　＼　2％＼＼一＼～、一一㌦＿一
40’ @　　　毒＼　町並一一＼・
5e「 @　　　　　　　　　＼＼＼

・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　｝　＼

　　　　　　　　　　1、
（虹〉実河lllに：幹｛才る測定側、

実測の、刷として鳶障継べたK・くルプ瑞よりの搬の影響を弓献受け．

て騰る石狩川中流部（旭川毒金星橋～滝川甫橋本町の区間）を考え1る。　’

　この区闘に於ける測定点楕互蘭あ関係は図一1Gのようである。
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鐸　一　鴇

　　　　　麓

i　　・川
　　　　　　　　22臨一　一15獅r

．雨竜嬌

16K勝 一一一． W｝蜘一一2｝㎞一一！

！橋

本・

町

．納

内

伊　　忠

心　　甥

　　　絹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’ヒ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フ

　旭川市に流入して来る以前の石狩川本麦流は非常に清浄で，中流部に於け

る汚染は牛留別川へ放流されているK社のパルプ二品がその主体をなしてい

るものと考えられる。この外α社アルコール工場痩水，都毒下水等の流入も

あるが絶対量（全：BOつ緯）が少くさほど大きな影響を川にあたえていない。

　K社よりの疲．水は黒褐色を畳しパルプ臭を発し，白い泡沫1）を伴って流下し，

傍納の下流部に簗ってもまだ肉眼的に認められる。

　この点源と考える事の可能な汚染源について考察するためにゴ前章になら

って測定値、中のB．0．：D．ジσ．○．：D。を採りあげ‘てみる。

　酸素がいずれもほとんど飽和に達している石狩川のような場合｝：B．0，Dり

CO】），が有機物濃度の変勤を表わす事に異議はないとしても，は，たして河

川に対する轡の示標となりうるかどうかと云った点に大きな疑問炉あ為。

北輔衛生磯艦北木衛生工学教室等が嗣して三つ炉ウ59年の調

査の一部を利用し．河川中に於け’るこれ等汚濁物質の永標の総値（田〇七a1・

B9⊃・．または愛〇七a■co⊃調B．o⊃苔値憲たはGO⊃値・×　流管）を用

・いて整埋を行なうと表～5のようであるげ、
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表一5a
1959年9月上旬　水温：15り～響＆じ

鱗内での流量：　9鱒シsec

一．捜3・o・つ・量 ｝全…G．o．診．鑑

上

旭

伊

納

雨

流　　分

西　　橋

　　納
　　内
醒

本　　町

219蹄。ε　 ｪ　9『宝姪・・

　　2，450

　　／」50

　　　9GG
　　　窪e2

　　　8歪G
．一．一一　 熟㎝ヒ．皿　．．、　」」L　一L　．，　　「　鱒馳P　｝■…、　．」　「　噛 …　

　　　4．540

　　　5．520

　　　5，28G

　　　280
　｝2，8重、
　…¶＿、．． @＿．L一鱒智r＿．」．「一一一＿～・一一油一一・一闇一一一泊・葡〔■r一｝鬼r

表一5b
1959年9　月下鮨｝

伊納での流量：

水温：14む～歪5℃
｛25且ヴ＄ec

e．：D．：遜＝

上

旭

俳

納

雨

流

西

竜

本

等8窒／sec

70

20

5e

go

全G．て）2？最

表一ろc
1959．礒0，」二旬　，

伊納での流童1

水温：望。℃～14℃
74擁シ＄ec

　　252ヲ／sec

　　5，450

　　23ア0

　　550
　　2，85G

⊥　　｝

「全互○．．⊃．量．
「．．「柵一

黶@一鼎

上

旭

伊

納

二

流

竜

本

分r
｛喬，

納i

内

　…
町l
　l．

225歩／seo

1，400

窪，550

950

て88

湾55

全σゆ2ρ・量

1543／sec

2，600

5，500

2，650

／05
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表一ろd

曾59年11月初旬
傍納ぞの流量：

上

旭

伊

納

．雨

7｝く温　：　　2．5℃｝～’4．0て）

89mシsec

全B．0ボ：D．：量 金σ．0、⊃三：量

流　　　分 8ろ9／See、 層8汐／seC「

西　　　檎 1，6ア9 5，52e

納 2」70 4450
内 歪」60 4450

竜　　　橋 48 250
本　　　町 825 558e

表一5e
1959年12月初旬

伊納での流蛍：

水温：　o．5℃～て．oじ

82mγsec

全B．0ず工）。量 全○．○』ぱ：口

上 流 分 92ρ／sec 659／廼ec

旭 西 矯 5」　60 4，75e

撰 納 2，850 3」　60

納 内
一 ｝

雨 電 橋 哩oo 窪55

嬌 本 町 実e50 2，54G

表一ろf

喋9．60年ろ月初旬

・餌納での流叢：

かく温　　：　α5℃～　2．0て）

ろ4mシsec

㌣

全B．0．：D．重 全G．O。⊃。量

上 流 分 72愛／sec 54餅／se

旭 1贋 橋 歪，50e ♀，2．oo

解「 納 950 2」20

納 内 1，200 2」40
　」J 竜 橋 105 68

橋 本 町 1；o喋。 2，500

」27一．、



　表中の：BOJ濾は25Cで，σ03⊃は梅：火5分で行なったものである。

　資料を使絹するに詣って流下特間を考慮し，本亥：川の旭lii露内をこ流入する

以前の上流分の諸点及び旭瀬橋，爾竜1需についてはa，m　1αoe，、轡納潔捻12・00，

納内P拠2・eo，檎本町pm　4・oeの資料を粥いた。汚水の麟廷iが一様であれば

澗題はないがコニ揚の操業の．具合で旧聞変化があるので流下降闘のずれを見て

資科を整理する事が塁ましい。

　これは醜川，滝川厚l！を河水が大騒6隠聞穣llξで流下する纏で使絹したもの

で水量による違いについては検討を加えておらず最大渇水時きこは16～17

爵嘱位もかかる事が調査により明らかをこなって轡る事から，上流で採：水した

水塊と下流のそれとの闘の震係は充分ではなく、測定纏の嶽頼度はもし汚水

揚患に大きな波があればはなはだ低い。正確な流’下蒔間の推定に．ついては今

盾の研究にまたねばならず，この側の様な方法で時illl的に変化する工場療水

の蔭浄作胴を毘る場合充分の注意が必要となウ，塾一章で述べた様な方法の

採潮が必須となる。

　1瑚の三三旭醐翻伊畜醐の金汚濁物臓量の逆轍裏このrl胸・彗繍を物

語っているものと云えよう。

　本傍の示す．鋲にKパルプ工場が石狩規に擁える湾濁の30灘負蕎量は2，000

～2，500望／sec程度であるが，明らかに水温の高い場合と低い窃合では自浄

力に差違が見出され低温時の麟浄力の低下のいちじるしい事をホしている。

　特に9月下旬などは流鏡が非常に大きく槽当・塁い崎・聞で流達して轡るに，も

かかわらず大きな浄化度を示している。

　又水温が岡程度であっても，低愚になって闘もない慧2月と，低雌が長く

就き上流都が雲と氷に覆われる5月では燦浄力に大きな差異を示し，単に温

度の蕎低のみならずそ．の継続時間が自浄に作ll薄する生物等に大きく影響を及

ぼしているものである事を知る。

　この様に現況に．ついての驚性的な推楚は可能であるがこれらの調査纏を用

いて河水の水質基準等を求める事ははなはだ難しい。その為にはオー章での

べたような方法を粥いて，各時期に於けるBO：D，CO：D等の減衰をy対象

とする河川の水を燭いて，その時期において鮫も膚りうべき．条件で（例えば

石狩川の2月の水を用い・飽和に近い酸業の溶存状態．で，舗。の水懲で爽

　　　　　　　　　　　　　　　　一28一
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験な管なう）　バッチ夷験を行ってkの纏を求めておけばゴ後ぽ単なる流蚤

と流下瞬聞の関係を粥いて・或る時点の河水中の汚濁物質貴を推定する事が

可能になって来る。

　この様に．下流の与地点の水質を棺鎖正確に予知し，上流での汚濁物質の放

1＝昌を規綱するためには，現行の園家，地方諸機関で行っている河川調査も’，

単に多数圏の採水，流：量観測を繰返すのみでなく，霧的と方法を予めはっき

りと確立し，了髄の様｛’こ，必要数鰹の推簸とな融礎劉験を行って，災際ゐ

調査と照合し広範な推論の棊礎とするべきで，単に或る時点における水質を

求め。これを統計的に整麗する凄こ．必要なほど累積する事は，労多くして得る

欧少い方法と歎はなければならない。

　後　　　記

　本研究は、未だ緒についたばかりであり，研究を進めて行く上の方向を承す

ものとして，オー報を紀したが，諸先輩，岡学：の皆様の御示唆をうる事が出

来れば幸と考えて履・ります。

　本研究に御助力いただいた教窒の諸霜に感謝申上げます。
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